
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆ MSTC 7 (x1) 

◆ MK4 (x2) 

◆ AK SU/2U ブレークアウトケーブル (x1) 

 

ORTF 方式 ステレオマイクロフォン: 

 
MSTC 74 U は ホール設備用のベストセラーマイク
ロフォン MSTC 64 U の後継機種です。ORTF ステ
レオ収音テクニックを利用して、アンサンブルや合
唱団を録音するためのメインマイクとしてご利用い
ただけます。 
 
MSTC 74U は、T 字型の 2 チャンネルマイクアン
プで構成された MSTC 7 マイクプリアンプと、2 個
の MK4 カーディオイド・カプセルのセットです。 

ORTFとは： 
 
ORTF とは２つのカーディオイド・マイクロフ
ォンを使い、レベル差とオーディオ到達時間差
をキャッチするステレオ録音方式です。 ORTF
レコーディング方式は、1960 年に当時のフラン
ス 国 営 放 送 で 開 発 さ れ 、  Office de 
Radiodiffusion Television Francaise の  頭
文字から由来しています。 

MSTC74 の特長: 
 
カプセル MK 4 を２つ装着したアンプ内蔵の
MSTC 74 は、ORTF 収音に最適な製品です。MSTC 
74 なら、マッチングのとられたコレット・カプセ
ル(証明書付き)のセットで提供されます。出力コ
ネクター形状は、キャノン XLR-5-12C タイプで、
表面色は、マットグレー(g)仕上げです。 
 
◆ ORTF 技法による録音用 
◆ 良好なステレオイメージ 
◆ 広い録音用途 
◆ 12V/48V ファンタム電源 
◆ マトリクス回路は不要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もし CMCセットをお持ちなら… 
 
もし、2 セットの CMC マイクプリアンプと MK 4
カプセルを既にお持ちの場合は、ORTF マウンティ
ングバー（STC 4)とエクステンションケーブル
（KC）を用いて ORTF 方式をご利用いただくこと
もできます。 

A20 S （別売オプション） 

実際のアプリケーションでは、同梱
の SG 20 スタンドクランプではな
く、A20 S エラスティック・サスペ
ンションをお勧めします。 やや堅め
なサスペンション機構の A20 S は
重量のある MSTC 74 をしっかりホ
ールドすることができます。 

マイクカプセルは、 
特性を合わせた 
マッチド・ペア MK4 

◆ SG 20 スタンドクランプ (x1) 

◆ ウッドケース (x1) 

MSTC 74 U 内容物： 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
接続ケーブル： 
 
AK SU/2U は、MSTC74 からの
出力をミキサーやレコーダーに接
続するためのケーブルです。 
XLR-5F を２つの XLR-3M に変
換し、ケーブル長は 0.5m です。 

 
延長ケーブル： 
 
KS 5 U は、長さ 5m の XLR-5
延長ケーブルです。10m 長の KS 
10 U や 20m 長の KS 20 U な
ど異なる長さも対応できます。 

 
ポップ・スクリーン： 
 
B 5 D は、MK4 カプセルにかぶ
せるタイプのウィンド・スクリ
ーンです。 

ピンアサイン： 
 
MSTC 74 ステレオマイクロフォンの出力コネク
ターは XLR-5M です。ミキサーやレコーダーのバ
ランス入力に接続するために、左チャンネル用と
右チャンネル用に分岐ケーブルが必要となりま
す。 

マイク・セッティング： 
 
マイク・セッティングは、レコーディングアング
ルの 95°に内側に音源が入るようにセッティング
するだけです。しかし、最適なステレオイメージ
をキャプチャーするには、音源とマイクロフォン
位置を考慮に入れる必要があります。 
 
角度について 
リスニング環境で、再生スピーカーとリスナーの
角度が 60°に想定される場合、レコーディングタ
ーゲットも同じ角度にあることが理想です。 
 
距離について 
アンサンブルの規模が大きい場合は、マイクロフ
ォン位置を舞台から離すと良い結果が得られま
す。例えば、舞台上で左右 10m に渡って楽器が配
置される場合、舞台から 4.6m 離してマイキング
すると良好なステレオ感を得ることができます。
右の表を参照していただくとわかるように、マイ
キング・ディスタンス(図の a)は、楽器配置距離（図
の b）の約半分（正確には 46%）に相当するので、
これを目安にマイキングされると良いでしょう。 


